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本節では 1.1. でアイヌ語主格人称接辞の体系を概観した上で 1.2. において本稿で主要な
テーマとなる神謡の人称に関する記述に触れ、1.3. で先行研究の問題点を指摘する。 
1.1. 人称接辞 
アイヌ語の動詞は人称標示が必須であり、文中の主語・ 表 1：沙流方言における人称接辞3 
目的語に応じて動詞に人称接辞が付されることで示され  





る(田村 1997)。アイヌ文学は多くこの 4 人称の引用文中の 1 人称という用法で語られる。 












人称」では個別言語学的に「包括的 1 人称複数」や「再帰代名詞」「指示転換」など様々なものに「4 人称」
という名称が使用されているとしている。 
 単数 複数 
1 人称 k(u)= c(i)=, =as 
2 人称 e= eci= 
3 人称 φ= φ= 
4 人称 a=, =an 
山田 洋平 










殊な神謡も、結局 4 人称で語られることもあると述べられている。次の資料記号 sh6 の冒頭
部分を見ると 1 人称複数と 4 人称が混用されていることがわかる。 
 
例 1 
saranip  ci=eotarkin  kane  pet sam   ta sap=an  koonno… 





sap の主語が異なるとは考えにくい。この例のように冒頭の動詞についてのみ 1 人称複数が
用いられ以降 4 人称になるという神謡の例は他にも多く見られる。このほか物語中盤で人
称が変化するものや、1人称複数になったり 4人称になったりと揺れるものも多く存在する。 
1 人称複数と 4 人称の使い分けについて中川(1997:216-228)ではもともと 1 人称複数で語
られていたものが、他の文学の類推・混同から一部 4 人称で語られるようになったのが現








 前項 1.3. を踏まえ、本稿での研究方法について述べる。2.1. では調査方法と考察のポイ 
                                                        
5 例文の後ろのデータ元情報(A;B,C)はそれぞれ、A 例文の出典、B その行数、C サケヘを示す。例：
(wa2-1;1-5,>apiskatu apiska)=田村(2002)『アイヌ語沙流方言の音声資料 2－近藤鏡二郎の録音テープに遺され
たワテケさんの神謡Ⅱ』採録「kamuycikap」という神謡(記号は巻末に記した)の 1 行目から 5 行目を引用、
サケヘは apiskatu apiska である。なお、このページの例 1･2 はともに元々サケヘを欠いており、それを「-」
で示した。 
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A・どのような人称が用いられるか（主人公は 1 人称複数か 4 人称か）。 
 B・異なる人称が混在する場合、人称が切り替わる、または揺れる条件は何か。 





の中でも、次の基準に従い田村(1988)の「引用の 1 人称」および「包括的 1 人称複数」のみ
抽出する。4 人称が指示する対象は大雑把に分類して「主語が明確である(その発話の話者、
ないし主人公)」または「主語が不明確である(その発話の話者でも主人公でもない)」の 2

































引用の 1 人称 
または 










②(6) 4.8% ③(3) 2.4% 混在(62) 50.4%
で切り替わっている」「2 種類の人称が揺れている」といったものが見られた。このうちこ
こでは「人称が一貫している」か否か、一貫していない場合その人称の分布はどのように  
なっているかを図 2 に、各例の典型    
を図 3 に示した。 














①一貫して 4 人称を用いるもの 
wa2-1 (0:21) 0 
.....................¥¥   




oy2-8 (39:5) 88.6 
//////////.//////////////////..///.//.////// 
⑤切り替わり・揺れ(1 人称複数から 4 人称に切り替わっているが揺れも見られるもの) 
ka2-1 (9:25) 26.5 
////.//./..//..................... 
⑥切り替わり(1 人称複数から 4 人称に替わるもの) 
oy1-15 (12:12) 50 
////////////............ 
⑦切り替わり(4 人称から 1 人称複数に替わるもの) 
oy3-18 (8:7) 53.3 
......../////// 
図 3：人称分布ダイアグラム 各分類の典型 
これらの図からわかる様に、従来沙流方言において一般的とされた 1 人称複数のみによ 
(図中のカッコ内の文字は資料の件数) 
 人称が一貫しているもの 
① 4 人称  
② 1 人称複数  
③ 3 人称  
 
一貫していないもの(混在)  
④ 揺れ  
⑤ 切り替わり・揺れ  
⑥ 切り替わり(1PL→4.)  
⑦ 切り替わり(4.→1PL)   
 
※以下は人称接辞に関して 1 人称複数に“ / ”、4 人称に“ . ”を用いて出現度数を示したものである。
括弧内は(1 人称複数の出現数:4 人称の出現数)の比を示し、1 人称複数の出現率を百分率で示した。 
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現する。いずれも 4 人称の使用率が多く、1 人称複数から 4 人称へ切り替わる例が多数を占
める。⑤は揺れが起きながらも 1 人称複数で始まり 4 人称で終わるものを示し、その逆の
例は見られなかった。 









 計 7 例見受けられた。いずれも 1 人称複数が引用文前後で 4 人称になるものであるが、
引用文前後で切り替わるものと揺れるだけのものがあった。さらに引用文直後で一度 1 人




inkar=as akus  samayunkur > iwan tewna iwan mukar ukose   hine   arki   hine > ci=kor    
見る=1PL すると NAME        6    手斧  6    鉞    3.=背負う そして 3.=来る そして 1PL=持つ 
sunku sunku  corpok ta  arki   hine   ene  itak hi > toon wen cikap sirun  cikap e=kor   
エゾマツ-RED. 下   に  3.=来る そして この  言葉   この 悪い 鳥  腐った 鳥   2.=持つ 
ponpe i=korpare yan > sake ani  inaw  ani a=etke  yakne > e=eyaykamuynere  kusu ne  
子供  4.=与える 命令 酒  で  イナウ   で  4.=遣す から   2.=崇められる        から  で 
ruwe ne na sekor itak   kor > a=kor  sunku sunku turasi hemespa wa arki    hi kusu > sunku    
ある  よ と  3.=言う すると 4.=持つ エゾマツ-RED.上   3.=上る て 3.=来る   から   エゾマツ  
kitay wa  a=yupkemawe a=ranaranke > …  
上  から 4.=強い-風      4.=RED.-下ろす 
























直後に現れる例が 4 例見受けられた。例こそ少ないが、この「2 次的なサケヘ」の文法的位
置付けや人称に与える効果を指摘できる可能性も考慮して同様の例を探す必要があろう。 
例 3 
irara kane okay  pe  a=nukar konno a=toykopakasnu  kane > suma rimrim > ota rimrim >  
悪さして 3.=いる もの  4=見る   と   4=酷くこらしめる  して  石   ？    砂  ? 
oka=as   ki   na >  




ekattar utar > terke   siri > an=nukar ki   wa > keytum or ta > yayrayke=an na > pet waysaysay  
子供  たち  3=跳ねる 様子  4=見る  する  て  心   で    感謝する=4  よ  川 ?   ?  ? 
> yuk okay   yuk okay >  cep okay  cep okay >  okay=as  ki  ko > okkaypo uteri >  
  鹿   3.=いる 鹿  3.=いる  魚 3.=いる 魚  3.=いる  いる=1PL する と  男の子  たち  
inawni  anpa     wa… 
イナウ-木 3.=持ってくる て 




 例 3 の囲み suma rimrim > ota rimrim >は日本語の「のしのし」に相当すると思われる。本
来のサケヘであると考えられる cawwakca は語義不明であり、たいてい節ごとに挿入されて
いる。「2 次的なサケヘ」がこれと共通するのは文脈と関係なく挿入されている点、異なる
点としては出現が少なく、若干ながら意味も解釈されうる点である6。例 4 では 2 種の「2
次的なサケヘ」が用いられていると考えられる。うち pet waysaysay は意味不明であり文脈




                                                        
6 意味は必ずしも不明ではない。サケヘの起源は主人公である動物の鳴き声や足音であるとも言われる。 
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 上記はほとんどが 4 人称で語られ、「2 次的なサケヘ」の直後に 1 人称複数が出現した。
数は少なく、全体の前半部のみで見られただけに過ぎないが、その他の部分では 1 人称複
数の出現は見られなかった。 
 「2 次的なサケヘ」が人称を替える機能がある可能性から、「2 次的なサケヘ」が引用文
に順ずるものであるといえるかもしれない。切り替わる例が無く、引用文前後の切り替わ
り・揺れより出現頻度が少ないことから、「準引用文」といえるような存在であるともいい




3.2.2.2. 冒頭部のみ 1人称複数 
冒頭部では 1 人称複数が数回用いられるものの、すぐ 4 人称に切り替わってしまうとい
う例は多いが、そのことを記述した先行研究は無かった。切り替わり(図 2 の⑥)に該当する
16 例について 1 人称複数の出現数を見ると(図 4)、出現数 1~3 回に 11 例と集中、2 回が最も

































個数 1 1 1 2 2 2 2 2 2 3 3 5 6 7 12 80 
ﾊﾟｰｾﾝﾃｰｼﾞ 2 2.3 50 8.3 10.5 12.5 15.4 5.1 4.8 21.4 7.1 38.5 23.1 87.5 50 96.4 
1  3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13  15  
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1. 1 人称 3. 3 人称 NEG. 否定辞 PL. 複数 SG. 単数  
2. 2 人称 4. 4 人称 PAS. 受動態 RED. 重複 
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